
■添乗員／同行します(1日目羽田空港から3日目羽田空港まで)　■食事／朝食２回・昼食３回・夕食２回
■交通機関／航空機（ＡＮＡ）・貸切バス（予定運行会社：屋島観光バス株式会社 同等）
小型バスにて運行致します。　※参拝の順序は当日の状況により変動する場合もございます。
また後編に訪れる予定の札所と変更、追加をする場合もございます。予めご了承下さい。
※ 今回の旅は巡礼がメインテーマになります。スムーズな巡拝を行うため昼食の時間などは
通常のツアーと比べ短く設定しております。予めご了承いただきましてお申し込み下さい。
※各寺院の移動距離は平均で5～10分程度です。一部急な上り坂や階段がございます。

1

羽田空港集合6：50　羽田空港07：45発➡＜ANA531便＞s9：00高松空港着
➡10：40高松港発^フェリー^11：45土庄港（小豆島）着➡長栄堂にて巡拝用
品購入➡オーキドホテルにて昼食➡小豆島霊場総本院➡58西光寺・奥の院誓願
の塔➡64松風庵➡59甘露庵➡60江洞窟➡61浄土庵➡62大乗殿➡63蓮華庵➡
57浄源坊➡65光明庵➡53本覚寺➡ホテル着　
 食事：朝×・昼○・夕○【小豆島国際ホテル（泊）＜連泊＞】

2

ホテル発➡66等空庵➡68松林寺➡67瑞雲堂➡69瑠璃堂➡70長勝寺➡71滝ノ
宮堂➡72瀧湖寺・奥の院/笠ヶ瀧➡73救世堂➡74円満寺➡75大聖寺➡オリビアン
小豆島にて昼食➡76奥の院三暁庵➡77歓喜寺➡76金剛寺➡番外藤原寺
➡78雲胡庵➡79薬師庵➡80観音寺➡81恵門ノ滝➡82吉田庵➡83福田庵➡84雲海寺
➡85本地堂➡86当浜庵➡87海庭庵➡88楠霊庵➡ホテル着　
 食事：朝○・昼○・夕○【小豆島国際ホテル（泊）＜連泊＞】

3

ホテル発➡47栂尾山➡48毘沙門堂➡46多聞堂➡44湯舟山➡43浄土寺
➡45地蔵寺堂➡38光明寺➡39松風庵➡35林庵➡37明王寺➡36釈迦堂➡オリーブ園
にて昼食と買い物➡40保安寺➡41仏谷山➡42西ノ瀧➡土庄港へ。14：45土庄港
（小豆島）発^フェリー^15：50高松港着➡高松空港へ移動➡高松空港17：40発
➡＜ANA538便＞s19：00羽田空港着 食事：朝○・昼○・夕×

大変お待たせ致しました。リクエストにお応えして
同行二人・島遍路　日本三大新四国霊場のひとつ
小豆島八十八ヶ所霊場巡り 3日間 前編

全行程、約150km。香川県の小豆島にあるこの霊場は、弘法大師（空海）が讃岐
から京都へ上京または帰郷する際に、しばしば立ち寄り、島の各所で修業や
祈念を行なったとされる霊験あらたかな霊場です。弘法大師が修行の場として
いたその歴史から、島の人たちは「元四国」と呼び、その文化やおもてなしの心を
現在まで大切に継承してきました。霊場の特色は山岳の霊場があること。緑豊
かな山道を鳥のさえずりを聞きながら歩いたり、海を眺めながら移動したり、豊
かな自然と対話しながらの巡拝。それが小豆島巡拝の楽しみ方です。また国指定
の重要文化財や天然記念物も数多く存在しているので見どころも満載です。

第60番　江洞窟 
小豆島霊場唯一の海辺に位置する山岳霊場。洞窟内には
弁財天が祀られています。本堂横の岩壁には大きな玉石
（たまいし）があり、大日如来を表す梵字の「あ」の字が
刻まれ、小豆島有数のパワースポットと言われています。

第80番　観音寺
御本尊は幼児を抱きかかえた聖観音菩薩で、「子授け･
安産」の信仰を集めています。本堂は、過去に三回
の火災に見舞われ、焼失しましたが、お遍路さん、
信者の方々の寄進により復興しました。

第58番　西光寺
迷路のまちの中にあるお寺で境内には町指定天然記念物のイチョウの木があります。同じ敷地内に
58番奥之院・誓願之塔があります。山門は「四恩の門」と言い、鐘楼や天井絵などもあり大変素晴らしいです。

企画

スタッフ
提案の旅
三村 賀保企画

旅行期間 2020年 4月7日（火）～9日（木）
※後編を5月26日（火）～29日（金）で予定しています。
小豆島八十八ヶ寺を満願後、高野山へ御礼参りに訪れる予定です。

旅行代金 　  　  105,000円
※１名様１室利用追加代金：15,400円

募集人員 16名様
（最少催行人員10名様）

宿泊ホテル 小豆島国際ホテル　＜連泊＞

2名様1室利用
(お一人様)

前編

服装・持ち物
上着　　 山の中腹にあるお寺もありますので、寒い時の為、上に羽織れるものの

ご用意を。又、虫刺され予防の為、長袖をお勧めします。
ズボン　  なるべくやわらかい生地(トレーニングパンツの様なもの)で、白っぽいものをお勧めします。
帽子     菅笠をかぶらない方は、日中日差しが強い場合がありますので、帽子の着用をお勧めします。

※お線香・ローソク・ライター等は１日目に現地で購入することが出来ます。
靴      できれば、白色の履きなれた運動靴等をお勧めします。

ご一緒します先達の藤沢さんよりご挨拶
出会いがあり、夢中で寺々を巡り、坂を登り、お線香とお蝋燭に願いを
託し、皆で笑い手を取り合い、旧知の友となり、又再会…。このような明け
暮れがもう何年も続いています。瀬戸内海に浮かぶ小豆島は空海様の
遺跡、八十八ヶ寺巡りは素朴さが残り、特に春は海の青さ、山々の美しさ、
島の人たちのやわらかな人柄とゆっくりと流れる時間を感じていただける
かと思います。そんな島巡りにどうぞおいで下さい。私がご案内方々、先達を
務めさせて頂きます。お逢い出来るのを楽しみにお待ちしております。
準特任大先達　　藤沢　延子 準特任大先達 藤沢 延子さん

服装は心配いりません!!

数珠 普段使っているものを。

山谷袋
お賽銭や経本など小物を入れるのに
便利です。

輪げさ
お坊さんの法衣を簡素化した物で、寺参り
のエチケットです。

納め札入れ
各寺で必要な納め札、ローソクが入れ
られます。すぐに取り出せ、とても便利です。

金剛杖 弘法大師様の分身です。

お遍路さんスタイル
（一例）

白衣
南無大師遍照金剛と書かれた白衣を着る
ことにより、気持ちが引き締まります。

菅笠
日除けのためにも。正装ではありませんが、
帽子でも結構です。

巡拝に決まった格好はございません。カジュアルなスタイルのお遍路さんも多く、
気軽にご参加頂けます。巡拝用品については、旅行前にご案内致します。

※後編を
5月26日（火）～29日（金）
で予定しています。
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